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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月22日(2021.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試料中のイオン濃度を測定する分析装置であって、
　前記イオン濃度に基づく電位を得るイオン選択性電極と、
　参照液に基づく電位を得る参照電極と、
　前記イオン選択性電極と前記参照電極との間の起電力を測定する測定部と、
　所定の時間領域における前記起電力の電位変化についての解析を行う解析部と、
　前記電位変化と前記分析装置の異常との関係を示す異常解析データを格納する記憶部と
、を備え、
　前記解析部は、
　前記測定部により測定された前記起電力の前記電位変化についてのパラメータを、前記
時間領域における前記電位変化の周波数の強度分布を解析することにより取得し、前記パ
ラメータと、前記記憶部に格納された前記異常解析データとに基づいて、前記分析装置の
異常を解析することを特徴とする分析装置。
【請求項２】
　前記解析部は、
　前記時間領域における前記電位変化の回帰分析をさらに行うことにより、前記パラメー
タを取得することを特徴とする請求項１に記載の分析装置。
【請求項３】
　前記解析部は、
　前記回帰分析により得られる前記電位変化の近似式の勾配を前記パラメータとして取得
することを特徴とする請求項２に記載の分析装置。
【請求項４】
　分析装置を用いた分析方法であって、
　前記分析装置は、
　試料中のイオン濃度に基づく電位を得るイオン選択性電極と、
　参照液に基づく電位を得る参照電極と、
　前記イオン選択性電極と前記参照電極との間の起電力を測定する測定部と、
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　所定の時間領域における前記起電力の電位変化についての解析を行う解析部と、
　前記電位変化と前記分析装置の異常との関係を示す異常解析データを格納する記憶部と
、を備え、
　前記異常解析データは、前記分析装置の異常の予兆を検知するための異常予兆データを
含み、
　前記測定部により、前記イオン選択性電極と前記参照電極との間の前記起電力を測定す
ることと、
　前記解析部により、前記時間領域における前記起電力の電位変化について、複数のパラ
メータを取得することと、
　前記解析部により、前記複数のパラメータ間の関係性と、前記記憶部に格納された前記
異常予兆データとに基づいて、前記分析装置の異常の予兆があるかを判定することと、を
含む分析方法。
【請求項５】
　試料中のイオン濃度を測定する分析装置であって、
　前記イオン濃度に基づく電位を得るイオン選択性電極と、
　参照液に基づく電位を得る参照電極と、
　前記イオン選択性電極と前記参照電極との間の起電力を測定する測定部と、
　所定の時間領域における前記起電力の電位変化についての解析を行う解析部と、
　前記電位変化と前記分析装置の異常との関係を示す異常解析データを格納する記憶部と
、を備え、
　前記異常解析データは、前記分析装置の異常の予兆を検知するための異常予兆データを
含み、
　前記解析部は、
　前記測定部により測定された前記起電力の前記電位変化についての複数のパラメータを
取得し、前記複数のパラメータ間の関係性と、前記記憶部に格納された前記異常予兆デー
タとに基づいて、前記分析装置の異常の予兆があるかを判定することを特徴とする分析装
置。
【請求項６】
　前記解析部は、
　前記時間領域における前記電位変化の回帰分析により、前記複数のパラメータのうち少
なくとも１つのパラメータを取得し、
　前記記憶部には、前記回帰分析により取得される前記少なくとも１つのパラメータの異
常閾値が格納され、
　前記解析部は、
　前記少なくとも１つのパラメータと、前記異常閾値とを比較することにより、前記分析
装置の異常の原因を特定することを特徴とする請求項５に記載の分析装置。
【請求項７】
　前記解析部は、
　前記時間領域における前記電位変化の周波数を解析することにより、前記複数のパラメ
ータのうち少なくとも１つのパラメータを取得し、
　前記記憶部には、前記周波数を解析することにより取得される前記少なくとも１つのパ
ラメータの異常閾値が格納され、
　前記解析部は、
　前記少なくとも１つのパラメータと、前記異常閾値とを比較することにより、前記分析
装置の異常の原因を特定することを特徴とする請求項５に記載の分析装置。
【請求項８】
　前記記憶部には、前記回帰分析により取得される前記少なくとも１つのパラメータの予
兆閾値が格納され、
　前記解析部は、
　前記回帰分析により取得した前記少なくとも１つのパラメータと、前記記憶部に格納さ
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れる前記予兆閾値とを比較することにより、前記分析装置の異常の予兆があるかを判定す
ることを特徴とする請求項６に記載の分析装置。
【請求項９】
　前記記憶部には、前記周波数を解析することにより取得される前記少なくとも１つのパ
ラメータの予兆閾値が格納され、
　前記解析部は、
　前記周波数を解析することにより取得した前記少なくとも１つのパラメータと、前記記
憶部に格納される前記予兆閾値とを比較することにより、前記分析装置の異常の予兆があ
るかを判定することを特徴とする請求項７に記載の分析装置。
【請求項１０】
　前記異常解析データは、前記分析装置の異常の原因を特定するための異常特定データを
含み、
　前記解析部は、
　前記複数のパラメータ間の関係性と、前記異常特定データとに基づいて、前記分析装置
の異常の原因を特定することを特徴とする請求項５に記載の分析装置。
【請求項１１】
　前記解析部は、
　前記複数のパラメータをそれぞれ経時的に取得し、前記複数のパラメータの経時変化と
、前記異常解析データとに基づいて、前記分析装置の異常の予兆があるかを判定すること
を特徴とする請求項５に記載の分析装置。
【請求項１２】
　前記測定部は、
　前記時間領域において０．００６秒以下の時間間隔で前記電位を測定することを特徴と
する請求項５に記載の分析装置。
【請求項１３】
　前記イオン選択性電極に前記試料を供給する流路と、
　前記流路に混入した気泡を検知する第１のセンサと、をさらに備え、
　前記解析部は、
　前記第１のセンサの出力値及び前記複数のパラメータと、前記記憶部に格納された前記
異常解析データとに基づいて、前記分析装置の異常の原因を解析することを特徴とする請
求項５に記載の分析装置。
【請求項１４】
　前記分析装置の振動を検知する第２のセンサをさらに備え、
　前記解析部は、
　前記第２のセンサの出力値及び前記複数のパラメータと、前記記憶部に格納された前記
異常解析データとに基づいて、前記分析装置の異常の原因を解析することを特徴とする請
求項５に記載の分析装置。
【請求項１５】
　対象物の表面電位を測定する第３のセンサをさらに備え、
　前記解析部は、
　前記第３のセンサの出力値及び前記複数のパラメータと、前記記憶部に格納された前記
異常解析データとに基づいて、前記分析装置の異常の原因を解析することを特徴とする請
求項５に記載の分析装置。
【請求項１６】
　前記イオン選択性電極に前記試料を供給する流路と、
　前記流路に気泡を混入させる機構と、をさらに備え、
　前記解析部は、
　前記気泡が前記流路に混入された際に前記測定部により測定された起電力の電位変化に
ついて前記複数のパラメータを取得して、
　前記気泡が前記流路に混入された際の前記複数のパラメータと、前記記憶部に格納され
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た前記パラメータの異常閾値とを比較して、前記気泡の混入の前記電位変化に対する影響
度合いを評価することを特徴とする請求項５に記載の分析装置。
【請求項１７】
　前記分析装置に振動を印加する機構をさらに備え、
　前記解析部は、
　前記振動が印加された際に前記測定部により測定された起電力の電位変化について前記
パラメータを取得して、
　前記振動が印加された際の前記複数のパラメータと、前記記憶部に格納された前記パラ
メータの異常閾値とを比較して、前記振動の前記電位変化に対する影響度合いを評価する
ことを特徴とする請求項５に記載の分析装置。
【請求項１８】
　前記分析装置に電気ノイズを印加する機構をさらに備え、
　前記解析部は、
　前記電気ノイズが前記分析装置に印加された際に前記測定部により測定された起電力の
電位変化について前記複数のパラメータを取得して、
　前記電気ノイズが印加された際の前記複数のパラメータと、前記記憶部に格納された前
記パラメータの異常閾値とを比較して、前記電気ノイズの前記電位変化に対する影響度合
いを評価することを特徴とする請求項５に記載の分析装置。
【請求項１９】
　前記解析部は、
　前記複数のパラメータをそれぞれ経時的に取得し、前記複数のパラメータの経時変化と
、前記異常解析データとに基づいて、前記分析装置の異常の原因を特定することを特徴と
する請求項５に記載の分析装置。
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